
 
再構築会議設置の背景について 

 

資料－１ 



平成27年9月 関東・東北豪雨 ～鬼怒川の水害の特徴～ 

出典：関東地方整備局ＨＰより抜粋（http://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/bousai00000091.html） 

 多くの住宅地を含む広範囲（常総市の約1/3に相当する約40km2の区域が浸水）が長期間（鬼怒川下流域の浸水解
消までに約10日間）にわたり浸水 
 堤防の決壊に伴い発生した氾濫流により、堤防近傍の多くの家屋が倒壊・流失 
 避難勧告等の遅れ、多数の孤立者の発生（鬼怒川下流域の救助者数は約4,300人） 
 必ずしも十分な土のう積み等の水防活動が実施できなかった 
 常総市内の避難場所への避難が困難となったことにより避難者（約1,800人）の半数以上が市外へ避難 
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出典：大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について答申（概要） 
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気候変動による災害リスクの高まり 

 地球温暖化に伴う気候変動の影響により、大雨の発生頻度や降水量の増大が予想されており、施設の能力を上回る洪水の
発生頻度の高まりが懸念される。 
・ 今後100年で降雨量は、球磨川流域においても1.2～1.3倍になると予想されている。 

出典：想定最大外力（洪水、内水）の設定に係る技術検討会（国土交通省水管理・国土保全局） 
出典：国土技術政策総合研究所資料No.749c 

球磨川流域 球磨川流域 
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水防災意識社会 再構築ビジョン 

出典：［記者発表資料］平成27年12月11日 国土交通省水管理・国土保全局 
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球磨川水系水防災意識社会再構築会議（仮称）の目的 
（ 設 立 主 旨 ） 

 平成27年9月関東・東北豪雨では、鬼怒川の堤防が決壊し、多くの家屋倒壊・流出や広範囲か
つ長期間の浸水が発生し、住民の避難の遅れも加わり、多数の孤立者が発生する事態となった。ま
た、今後、気候変動の影響により施設能力を上回る洪水の頻発化が懸念される。 
 こうした背景から、大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について社会資本整備審
議会より答申がなされ、その内容を踏まえ、新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」として、すべて
の直轄河川とその沿川市町村において、水防災意識社会を再構築する取組を行うこととなった。 
 球磨川流域においても、本取組の推進のため、「水防災意識社会再構築会議（仮称）」を設置
する。 

会議設置の背景及び目的 

 迅速かつ的確な避難、水防及び社会経済被害の最小化を実現するため、本会議の構成員がそ
れぞれ又は連携して取り組む事項をとりまとめ、その取組を計画的・一体的に実施することにより、概
ね５年間で達成する減災のための目標と取組方針を共有する。 
 毎年、取組方針に基づく対策の実施状況を会議にて確認し、平常時及び災害時において必要な
情報の収集・発信、また、それらを実現するための手段の確認と進捗状況について意見交換を行う。 

会議の役割 

会議で議論 地域の取組方針 
としてとりまとめ 

計画的・一体的な 
取組の実施 
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